
「ささいなことからやってみよう」 世界を変える考えかた

SDGsや世界の様々な社会課題。
規模が大きくて「自分には無縁」と思ってしまう。
でも、実は自分のささいな行動が解決につながることもある。
「身近でも、取り組めることがあるんだ」
そう思えるきっかけになれば、という想いでお届けする情報紙です。

現代の日本においては、約７人に１人が相対的貧困(※1)状態に
あると言われており、これはOECD(経済協力開発機構)加盟
国の平均以下の状況です。

超高齢化社会・少子化社会の日本において、未来を作る子どもたちは宝です。
すべての子どもたちの未来が希望であふれたものであるように・・・
それはきっと、多くの人が願うことでしょう。
子どもたちの未来を守るには、見守り、支えていくことが大切です。
身近な取り組みの一つ一つが子どもたちの未来を守り、
またそれがみなさまの暮らす地域・社会を持続させることにつながります。

子どもたちの未来を、みんなで育てて支えよう

子どもたちの開かれた未来のために

経済面のみならず、居場所・教育・食事・人との関わり等、様々な悩みを
抱えている子どもたちがいます。

悩みを一人で抱えこんでしまうことで、上手く対応
できずに自己肯定感が弱まってしまうこともあり
ますが、身近に安心できる存在・居場所があるこ
とで、その未来は大きくかわることがあります。

様々な環境におかれる子どもたちを一人ひとり
しっかり見守ることで、彼らの未来、そして、私た
ちの暮らす地域・社会の未来へつなげていきま
しょう。

(※1) 相対的貧困…その国の文化水準や生活水準と比較して困窮した状態

私たちが子どもたちのために
取り組めることは？ 裏面
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【出典】「子供の未来応援国民運動HP」

「頑張っても仕方がない」と
将来への希望をなくし、
学ぶ意欲をなくしている。

人のつながりが少なく、
社会的に孤立している。

視野を広げる機会や
文化的な体験に乏しく、
「こんな人になりたい」という
ロールモデルがいない。 栄養バランスのとれた食事は、

一日の中で給食しかない。

親が深夜まで働いているので、
家に帰っても誰もいない。
放課後の居場所がない。



この他にも全国には様々な支援活動があります。まずはできる範囲から。
想いを少しずつ行動へつなげることからはじまります。

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開
発目標）とは、2015年9月の国連総会で採択された、「誰一人
取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のた
めに、2030年までに達成すべき17のゴールです。当社は、こ
れまでもSDGsと関連するさまざまな商品・サービスの開発・
提供、資産運用等に取り組んでおり、今後も事業活動を通じて
社会的課題の解決に貢献していきます。

地域・社会一丸となって、子どもたち一人ひとりを見守っていこう

日本生命は事業活動を通じて
SDGsの達成に貢献していきます。

日本の子どもたちはどんなことで悩んだり苦しむ可能性があるのでしょうか？
「子供の未来応援国民運動」のHPには、その現状などを知ることができる情報が掲載されています。

子どもが抱える課題を知ろう

子供の未来応援国民運動

【安心できる環境・居場所づくり】

【物品などの寄付活動への参加】

すべての子どもたちが前向きな気持ちで夢や希望をもつことのできる社会の構
築を目指し、内閣府や文部科学省、厚生労働省などが中心となって立ち上げた
プロジェクトです。
公式HPには、日本の子どもたちの現状や、私たち国民一人ひとりの「何かをし
たい」という想いを行動に変えていくための、様々な情報が掲載されています。

近年、子ども食堂や教育支援を通じ、子どもたちへ「居場所の提供」
「安心の提供」をするNPO等の団体が全国に広がっています。
また、ジョギング、買い物、犬の散歩、花の水やり等の日常活動を行う
際に、少し防犯の視点を意識することで、登下校中の子どもの見守り
活動に参加することができます。

団体を支援する寄付には、お金以外にも様々なカタチが在ります。
家庭菜園で作り過ぎた野菜、読み終わった本、捨ててしまうのはもっ
たいない思い出のつまった子ども服などは、ゴミとして捨てずに、地
域の支援団体に寄付することができます。

全国では子どもたちのための活動が数多く展開されています。子どもたちのために、まず身近なところから
参加してみませんか。

できることから参加してみよう

この情報を、みなさまの大切な方々へぜひお伝えください。持続可能な社会づくりへ向けて、取り組みの輪を拡げていきましょう。

SDGsについて知りたい方はこちら
（Edu Town SDGs HP）

日本生命のサステナビリティへの
取り組みはこちら
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